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避難する場所 
広域避難場所
大規模火災が発生した時に一時的に非難する場所です。
津波避難施設
津波から人命を守るために整備された施設です。
地域防災拠点(指定避難所)
行政が指定した横浜市内の小中学校など、避難生活を送る場所。市内で１カ所で
も震度５強以上の地震を観測した場合に開設されます。
福祉避難所
高齢者、障がい者などのうち、特別な配慮が必要な人たちのための二次的避難場所です。

桜並木地区の防災拠点は、茅ヶ崎小学校となっておりますが、災害直後は、すぐに受け入れ態勢が整っていない場合が想定されます。また、短時間に多くの方が殺到されると、想定外の混乱が起こることが予想されています。
災害が起き、避難が必要となった時には、桜並木町内会エリアにある「ほおずき公園」をご家族や近隣の方々の安否確認の場所として活用してください。
この公園には防災倉庫も備わっており、防災グッズも用意されています。


やっぱり備蓄が大事 
水　　　1人1日3リットルの飲料水が必要です。最低3日分、可能なら7日分を備蓄し
　　　　ましょう。防災マップなどで、近くの給水場所を確認しておきましょう。
食料　　家庭での備蓄食糧でしのぐことが基本です。日頃から食べ慣れているものを少し
　　　　多めに買って備蓄をしておく「ローリングストック」がおすすめです。
トイレ　水道が出ない、停電が起こる、配管が割れてトイレが使用できなくなってしまっ
たなどのことが起こります。便座に被せるタイプの非常用トイレを準備しておき
ましょう。

緊急時を想定し、各ご家庭での防災グッズの確保と、避難場所までの経路確認など、事前の準備をしておきましょう。


問合せ先　桜並木町内会　sakuranamiki.224@gmail.com
